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ポルフィリン化合物は「生命の色素」としてこれまで幅広く研究されており、人工的なポルフィリン

誘導体も多数合成され医療・分析・工業などへ応用されている。近年、ポルフィリン骨格自体に様々な

変異を加えた新規ポルフィリン類縁体に関する研究も盛んに行われており、当研究室でもポルフィリン

環のピロール部位の結合様式が通常と異なる、「N-混乱ポルフィリノイド」に関する研究を行なって

いる。[1] この「N-混乱ポルフィリノイド」は通常のポルフィリンには見られない特性を持ち、種々の

分野へ展開が期待できる化合物であるが、生命科学分野への応用の際に要求される水溶性誘導体の合成

例・物性評価例は極めて少ない。そこで本研究では、それらの水溶性誘導体の合成および水溶液中での

挙動の検討を行なった。 
水溶化には、ポルフィリノイドと、膜透過性ペプチドとして知られているオリゴアルギニンを連結す

るという手法を試み、ポルフィリノイドに導入したエチニル部位とペプチドに導入したアジド部位との

銅触媒による 1,3-双極子付加環化反応[2]により両者を連結し、化合物 1-5 を合成した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 化合物 1, 2, 3 に関しては、中性・酸性条件下で十分に水に溶解し、それらの水中での吸収スペクトルの

pH 依存性を測定した結果、ポルフィリン環の段階的なプロトン化が観測された。また塩基性溶液中では、

アルギニンの側鎖の脱プロトン化による会合が示唆された。2 個のオリゴアルギニン鎖を分子軸に対称に持

つ化合物 4, 5 に関しては、その対称性に由来する規則的なスタッキングなどの影響により水への溶解性が乏

しく、またオリゴアルギニン鎖に囲まれたカチオニックな環境のためにポルフィリン環のプロトン化が起こ

りにくいことが判明した。本ポスターにおいては、これらのペプチド連結ポルフィリノイドの合成および水

溶液中での挙動に関する詳細を報告する。 
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